
0

市長定例会見
令和６年１月17日（水曜日）10時00分～

１　こどもおしごとチャレンジ　連続講座「ＦＵＮ　ＳＨＯＰ」の開催について
２　令和６年２月１日付　三原市地域おこし協力隊（３名）の着任について



こどもおしごとチャレンジ 連続講座「FUN SHOP」の開催について
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名称 概要

１
こどもおしごとチャレンジ講座
「FUNチャレンジ」の開催
    予算額：10,000千円

・R5.7/23(日)から毎週土・日曜日を基本に、仕事体験講座や職場体験を実施
・市内外の各種企業・事業者等と連携
・これまでに、延べ1,000人を超える小学生が参加（12月末時点）
・1/28(日)から、3回連続講座「FUN SHOP」を開催

２
こどもおしごとオンライン講座
「FUNオンライン」の開催
　 予算額：2,000千円

・楽しみながら、将来の仕事・職業への関心や探求心を育むオンライン講座を開催
・R5.7/28(金)から、月1回ライブ配信
・仕事・職業、社会の仕組み、ビジネスなどをテーマに、2月まで全8回実施

３
こどもおしごと学びの拠点づくり
映像コーナー
「FUNスポット」の設置など
   予算額：6,000千円

・R5.7/23(日)に、ペアシティ三原西館2階　児童館「ラフラフ」隣接の
　談話ホールに映像コーナーを設置
・仕事・職業を紹介する映像、仕事体験講座の様子などの映像を投影

４
こどもおしごと体験イベント
「FUNフェスティバル」の開催
　 予算額：2,000千円

・さまざまな企業の取組などから仕事・職業、社会を学ぶイベントを開催
・企業と連携し、子どもと企業・会社との出会いなどを創出
・R5.11/19(日)にペアシティ三原西館で開催し、小学生・保護者320名が参加

１ こどもおしごとチャレンジの取組
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初開催！



・小学生がプロの知識や技を楽しく学んで実践する体験型プログラムの3回連続講座
・バリスタ、デザイナー、パティシエ、陶芸の4つの子どもたちのチームが協力して、夢の「お店」をつくります
・子どもたちは、「お店」を運営するために必要な役割を担い、開店の準備からオープンまでの学び・実践を通して、創造性や将来の
　職業観を育みます

２ 連続講座「FUN SHOP」の概要・目的
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３ 「お店」をつくる４つのチーム
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◀バリスタチーム（定員8人）

 お店で販売する飲み物を考え
 て作り、お客様に提供します。 

◀デザイナーチーム（定員8人）

 お店のロゴやメニュー表を
 考えて作り、お店やメニュ
 ーの魅力を伝えます。 

◀パティシエチーム（定員8人）

 おいしいスイーツを考えて
 作り、お客様に提供します。 

◀陶芸チーム（定員8人）

 メニューにあった器を
 考えて作り、お客様を
 もてなします。 



４ 連続講座「FUN SHOP」の内容①
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第1回　全体ワークショップ（場所：コワーキングスペースarica
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西国街道の駅mihola2階））
　　　　　　・自己紹介、講師からの説明など

第2回　個別ワークショップ
　　　　　　・講師の仕事のようすやお店の見学
　　　　　　・プロによるワークショップで学ぶ
　

　　　　  【パティシエチーム】（場所：古民家カフェmusubi）
　　　　　 　　・おししいスイーツを考えよう
　　　　　　 　・スイーツ作りに挑戦
　　　　  【陶芸チーム】（場所：陶工房PolePole）
　　　　　　　 ・お皿を作るポイントを学ぼう
　　　　　　　 ・ケーキ皿作りに挑戦
　　　　  【バリスタチーム】（場所：mihola）
　　　　　　　 ・コーヒーについて学ぼう
　　　　　　　 ・コーヒーを淹れてみよう
　　　　  【デザイナーチーム】（場所：arica）
　　　　　　　 ・商品の魅力を伝えるポイントについて学ぼう
　　　　　　　 ・ロゴやメニュー表づくりに挑戦

第3回　お店「こどもカフェ　FUN」オープン（場所：mihola）
　　　　　　・子どもたちは、会場準備、接客、調理、配膳、会計などを
　　　　　　　分担して行う
　　　　　　・お客様役は、参加した子どもたちの保護者が担う　



日　程

定　員 1チーム8人×４チーム　計32人 （※1/16(火)15時時点で計78人の申込あり）

対　象 小学3～6年生 （※原則、3回の講座すべてに参加できる人）

参加費 無料

内　容 「お店」をつくる4つの仕事に挑戦し、実際にお店で働く体験を行う

申　込
1/18(木)17時まで、専用サイト（右のＱＲコードから）又は運営業者 ㈱MCAT0848-63-8600
に電話で申し込み
※1人1チームのみ申込可能。申込多数の場合は抽選。申込が定員に達しない場合は再募集（申込先着順）

４ 連続講座「FUN SHOP」の内容②
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第1回　全体ワークショップ
　場所：arica（西国街道の駅mihola2階）
　　　　　（三原市本町一丁目7番29号）

1月28日(日)15時～16時30分 全チーム

第2回　個別ワークショップ
　場所：各チームの講師のお店など

2月  3日(土)13時～15時 パティシエチーム
2月  4日(日)10時～12時 陶芸チーム
2月  4日(日)15時～17時 バリスタチーム
2月18日(日)10時～12時 デザイナーチーム

第3回　お店「こどもカフェFUN」オープン
　場所：西国街道の駅mihola 3月23日(土)10時～12時、13時～15時 全チーム



５ これまでに実施した主な体験講座①
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R5.7/23のオープニング以降、こどもおしごとチャレンジ講座では、
　　　　・50職種の仕事体験講座や職場体験を実施（今年度末までに70職種を予定）
　　　　・延べ1,005人の小学生が参加（実参加人数422人）（R5.12月末時点）

　　　▲薬剤師　　　　　　　　　　　　　　     ▲美容師　　　　　　　　　　      ▲補聴器技能者　　　　　　　　　　   　▲タコつぼ漁師

　　　▲看護師　　　　　　　　　　　　　        ▲消防士 　　　　　　　　　　    ▲プロスポーツ選手　　　　　　　　　　　  ▲税務署職員



５ これまでに実施した主な体験講座②、今後の予定
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　▲廃棄物処理業　　　　　　　　　　　       ▲会計士　　　　　　　　　　　　         ▲助産師　　　　　　　　　　　      ▲製造業（電車）

【１月】
　 　　警察官、金融機関職員(13日)、舞台音響・照明スタッフ(14日)、バス運転手(21日)、テレビ番組制作スタッフ(27日)
【２月】
　 　　住宅コーディネーター(10日)、 社会福祉士(17日)、 駅員(18日)、 獣医師、和菓子職人、カフェ店主、栄養士(25日)
【３月】（予定）
　 　　医師、 歯科医師、 介護福祉士、 図書館司書、 林業、 ブライダルスタッフ　

　    ▲新聞記者　　　　　　　      　　   　▲野菜ソムリエ　　　　　　　　　　　    ▲グルメライター　　　　　　　　　　     ▲レンコン農家



News Release MIHARA City 

令和６年１月１７日 

２月１日に新たに３名の地域おこし協力隊員が着任し、 

活動を開始します。 

 

このたび、新たに３名の地域おこし協力隊員が着任することとなりましたので、次のとおり依頼

状の交付式を開催します。 

現在、本市では６名（鷺浦町２名、高坂町１名、大和町１名、全域２名）の隊員が活動中で、    

１月末をもって１名（鷺浦町１名）が退任予定となっています。 

今回、新規の隊員が加わり、２月からは８名体制で活動をしていきます。 

現在活動中の各隊員は、市内で起業をしたり、地域貢献活動を行ったりしており、今後も地域 

おこし活動の充実を図ってまいります。 

 

【ポイント】 

 ●協力隊の８名体制は、県内で２番目に多い配置状況。 

●新規隊員の活動テーマは次のとおり。 

①麻倉隊員：久井地域において、宇根山家族旅行村施設（キャンプ場等）の 

魅力向上活動 

②丹澤隊員：本郷町北方地域において、空き家などを活用した観光振興、 

移住定住促進活動 

③三原隊員：JR 三原駅周辺の西国街道エリアにおいて、空き家再生を通じた観光拠点・資源の

創出活動 

●今回の配置により、２月１日からの協力隊員の活動は次のとおりとなります。 

地域 人数 活動内容 

鷺浦 １人 農業振興 

高坂 １人 地域宿泊施設の活用による地域活性化 

本郷 １人 観光振興・移住定住促進 

久井 １人 宇根山家族旅行村施設の魅力向上 

大和 １人 農業振興・地域情報発信 

全域 ３人 移住・定住・関係人口、空き家活用、西国街道の魅力向上 

 

 

【依頼状交付式】 

１ 日  時  令和６年２月１日（木）11時 15分～11時 45分 

 

２ 場  所  市長応接室 

 

３ 出 席 者  新規隊員３名（麻倉、丹澤、三原） 

市長、経営企画部長、教育部長、都市部長、関係課長ほか 

 

４ 新規隊員  裏面をご参照ください。 

 

５ 備  考  地域おこし協力隊の活動の様子は三原市公式 noteで発信中 → 

市ホームページ URL https://www.city.mihara.hiroshima.jp/soshiki/21/chiikiokoshi.html 

 

 

裏面へ 

https://www.city.mihara.hiroshima.jp/soshiki/21/chiikiokoshi.html


 

【問い合わせ先】地域企画課 課長 花本 秀之（はなもと ひでゆき） 

係長 清水 逸司（しみず いつし） 

〒723-8601 三原市港町三丁目 5番 1号 電話 0848・67・6011(直通) FAX0848・64・7101 

 

【新規隊員の紹介】 ※氏名の 50音順 

 

氏 名 等 麻倉 良一（あさくら りょういち） 44歳 男性 
前 住 所 地 広島県広島市 
任   期 令和６年２月１日～令和６年３月 31日 ※最長３年間 
活 動 場 所 久井町吉田【テーマ型】 

主 な 活 動 
及 び 目 標 

○宇根山家族旅行村の魅力向上活動 

 宇根山家族旅行村の環境改善、動画制作やＳＮＳを活用した広報活動、 

新たなサイトやイベンドの開催 など 

特 技 等 

○趣味はキャンプ、釣りなど 

○特技は「西村キャンプ場」や「ニッポンを釣りたい！」などの番組制作に関わっ

てきた経験を活かした企画など 

○「株式会社つくる」を設立 

 

 

氏 名 等 丹澤 紳一郎（たんざわ しんいちろう） 34歳 男性 
前 住 所 地 東京都中野区 
任   期 令和６年２月１日～令和６年３月 31日 ※最長３年間 
活 動 場 所 本郷町北方【コミュニティ型】 

主 な 活 動 
及 び 目 標 

○空き家などを活用した観光振興、移住定住促進活動 

○本郷町北方地域の魅力発信、魅力向上活動 など 

特 技 等 
○趣味は登山、キャンプ、ＤＩＹなど 

○６年間建築分野（施工管理、構造計算）で活動経験あり 

 

 

氏 名 等 三原 一哲（みはら いってつ） 32歳 男性 
前 住 所 地 京都府京都市 
任   期 令和６年２月１日～令和６年３月 31日 ※最長３年間 
活 動 場 所 全域（メインは JR三原駅周辺・西国街道）【テーマ型】 

主 な 活 動 
及 び 目 標 

○空き家再生を通じた観光拠点・資源の創出活動 

・三原駅周辺で観光拠点となる施設や分散型宿泊施設の企画、整備 など 

 （三原の古き良き風景の継承、住民と観光客の双方の滞留空間づくり） 

特 技 等 

○趣味はキャンプ、旅行、読書など 

○「一人ひとりが心身ともに健康でグッスリ快眠できる職住環境を整備する」を

理念として「グッスリ・アーキテクツ株式会社 一級建築事務所」を設立 

 

 

 

 

 


